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平成２９年度学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書 
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2. 研究計画・方法 
































この A さんの紹介により，2017 年 8 月 29 日に B さん（70 代男性，蛍池在住）とそのご子息の C さん
（30 代男性，同上）に聞き取り調査を行った（B さんの職場にて）。9 月 12 日には，先ほどと同様，A さ
んの紹介により，D さん（80 代男性，蛍池在住）と E さん（70 代男性，同上）に聞き取りを行った（蛍池
人権まちづくりセンターにて）。さらに，10 月 12 日には E さんの紹介で，F さん（70 代男性，蛍池在住），
G さん（70 代男性，同上），H さん（80 代男性，同上）に聞き取り調査を行った（蛍池人権まちづくりセンタ
ーにて）。 
また，蛍池人権まちづくりセンター職員の I さん（男性）にも，直接インフォーマントの方を紹介して
いただいた。インフォーマントの J さん（90 代女性，蛍池在住）には，9 月 12 日に聞き取りを行った。
様式６ 


































記述を試みたい。なお，当時の刀根山ハウスの様子を探るため，2017 年 9 月 18 日の東京巡検の際
に，現存するアメリカンハウスであるジョンソンタウン（埼玉県入間市）を訪れたことを書き添えてお
く。 
 ここでは，A さん B さん C さんの 3 人への聞き取り調査をもとに，刀根山ハウスが人々からどの
ような印象を持って受け止められていたのかについて考えていきたい。3 人は全員蛍池周辺地域出身
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同様で，B さんの脳裏には，白塗りの壁に屋根などをハイカラな色で塗りたくっていたというふうに
記憶されている。いずれにせよ，これら原色塗りの家には，近くに置かれていた車などとともに憧れ
の眼差しが注がれていた。しかしながら，A さんも B さんも刀根山ハウスに近付こうとは一切思わな
かったといい，憧れを持ちつつも自身の生活とは一線を画したものとしてハウスを受け止めていたこ
とがうかがえる。 
















































プの事故に巻き込まれたことなどからも IAB への非難は集中した［猪俣他編 1953：pp.148-156］。北豊島







（3）青年たちと Itami Air Base 
 
 前章では，幼少期及び少年期に占領期を生きた人々が IAB をどのように見ていたのかを示し，その
交流について考察した。以下，本章では青年期に占領期を生きていた人々の IAB への視点とその交流
について考察していく。 
 まずは，聞き取り調査に協力してくださった F さんの事例から見ていきたい 。F さんは占領期の
時代に 20 歳代前半であり，現在も蛍池地域に住んでいる女性の方である。F さんによると，占領期
に IAB のフェンスのところまで行けたこと，そしてそこから少し中に入ることができたこと，中に入
ると先に進むことは出来なかったがチョコレート類のお菓子をはじめとした食料をもらえたことが
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心に対する感謝等，数多くの感情がめまぐるしく動いていたに違いない。 
 最後に，E.S.S.Times から見る米軍と高校生との交流を考察したい。E.S.S.Times は占領期に豊中
高校英語研究会が学校内において発行していた部活動新聞である。その新聞によると，当時英語研究
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